
倉吉市教育委員会 Ｒ５．５．３０

児童生徒に性暴力被害がおこった場合の対応

学校全体の取り組み

◆性暴力は（疑い段階でも）重大事態として対応

◆抱え込まず、外部のサポートも得てチームで対応する
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性暴力被害者支援センターとっとり

0857-32-8211

警察（少年サポートセンター） 22-1574
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被害児童生徒への対応(中長期の支援)

被害児童生徒の心のケア

性問題行動を起こす児童生徒への対応

本手引きは、ひとつの対応指針であり、それぞれ

の学校の状況や当該児童生徒の個別性を考慮して

対応にあたって頂くことが肝要であり、実際には

このような流れにならないこともあります。

被害の状況によっては、躊躇なく警察へ連絡をし

てください。
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スクールカウンセラーとの連携
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